
中野山遺跡（第１１次）Ｎo.11 

斜面と谷の調査が終わりました。 

所在地：四日市市北山町 

位置情報ＵＲＬ：http://www.gis.pref.mie.lg.jp/mmm/index.html?z=128&ll=35.048567129629625,136.58511581920905  

 

丘陵上の調査に引き続き行っていた斜面および谷筋の調査が終わりました。 

今回調査した谷は、丘陵の斜面に自然につくられた幾筋もある谷のひとつです。ただし、

この谷は、縄文時代早期（約１万年前）の炉穴がたくさん見つかった区域から近い所に位

置し、現在たくさんの湧き水がみられます。炉穴がつくられた当時からこの谷が存在し、

現在同様に湧き水があったなら、まず間違いなく、当時の人々はこの水場を利用したこと

でしょう。 

今回の調査では、そのような水場を利用した痕跡や、丘陵上の乾いた環境では残りにく

い木製品などが谷底の土砂の下に残っていないか等を調べることを目的に行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査区遠景（南東上空から） 青：斜面と谷の調査範囲  赤：炉穴が多く見つかっている区域 

 

掘削を進めていくと、斜面からは細い谷筋がみつかりました。調査前はほとんど土砂で

埋まっており、浅くくぼんでいただけでしたが、深いところでは１ｍ以上の深さがありま




